
▲１１月２日の式典で撮影した開館記念写真

　

電
源
開
発
に
よ
る
ダ
ム
建
設

で
湖
底
に
沈
ん
だ
田
子
倉
集
落

に
関
す
る
資
料
な
ど
を
展
示
し

た
「
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
」
が
11

月
３
日
、
只
見
駅
前
通
り
に
開
館

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
館
田

子
倉
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

施
設
で
何
の
目
的
に
作
ら
れ
た

の
か
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

■
開
館
へ
の
歩
み

■

　
「
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
」は
、
田

子
倉
集
落
出
身
の
（
故
）
皆
川
弥

さ
ん
が
平
成
16
年
に
、
田
子
倉
集

落
の
歴
史
や
生
活
・
文
化
を
後

世
に
伝
え
る
資
料
館
と
し
て
、
私

設
開
館
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
開

館
し
て
か
ら
数
年
後
、
皆
川
さ
ん

の
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
、
常
時

開
館
が
叶
わ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
」開
館

田子倉集落を次世代に伝える

区　分

高校生以上

小・中学生

個　人 団　体

観覧料（一人あたり）

※1  団体は20名以上から。
※2  未就学児童は無料

300円

200円

250円

150円

◆観覧料（消費税は内税です）

　

一
方
町
で
は
、
日
本
の
高
度
経

済
成
長
を
支
え
た
田
子
倉
ダ
ム

の
建
設
に
よ
り
、
50
戸
が
移
住
を

迫
ら
れ
消
失
し
た
「
田
子
倉
集
落

」
に
つ
い
て
、
後
世
に
伝
え
る
為

の
方
法
を
検
討
し
て
お
り
、
皆
川

さ
ん
と
町
の
思
惑
が
合
致
し
、
平

成
25
年
か
ら
「
ふ
る
さ
と
館
田
子

倉
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
両
者
で

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
残
念
な
が
ら
、
計

画
半
ば
で
皆
川
さ
ん
が
病
気
で

亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
後
、
町
が
皆

川
さ
ん
の
意
思
と
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
平
成
27
年
に
「
ふ
る
さ
と

館
田
子
倉
」
を
取
得
し
、
併
せ
て

田
子
倉
集
落
関
連
の
資
料
を
皆

川
さ
ん
の
ご
遺
族
か
ら
町
へ
寄

贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。そ
し
て
平

成
28
年
に
建
物
の
整
備
を
行
い
、

今
回
開
館
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

◆観覧券
交付された観覧券は、当日・翌日に限り
「ただみ・ブナと川のミュージアム」でも観
覧可能です。

◆会議室のご利用について
会議室（和室・洋室）の利用は、施設利用
申請書での予約が必要となりますのでお
問合せ下さい。※町民の利用は無料です。



▲申請により使用できる２階会議室

▲田子倉ダム建設当時の資料映像が見られる１階ラ
ウンジコーナー

▲１階展示室には、皆川さんなどが集落の住民から集めたクマ猟や漁ろ
うで使った道具や当時の住民の姿を収めた写真など、２００点以上の貴
重な資料が展示・保管されています

◀施設内では、只見
町の原材料や伝統
的な技術を使って
つくられた「自然首
都・只見」伝承産
品も販売していま
す

「ふるさと館田子倉」
◆営業時間／午前９時～午後５時（最終受付午後４時）
◆休館日／火、土、日、祝日、年末年始
◆電話番号／０２４１－７２－８４６６

■
設
置
の
目
的

■

　

只
見
町
や
日
本
の
社
会
経
済

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
田
子

倉
集
落
を
広
く
次
世
代
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
「
自
然
と
人
の
共
生
」

を
理
念
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
施
設
の
紹
介

■

　
「
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
」
は
、

「
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
姉
妹
施
設
と
し
て
只

見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し

て
い
ま
す
。施
設
内
で
は
、
田
子

倉
集
落
に
関
す
る
資
料
を
展
示
・

保
管
し
て
い
る
他
に
、
田
子
倉
ダ

ム
建
設
に
関
す
る
当
時
の
資
料

映
像
や
、
利
用
者
の
交
流
の
場
と

し
て
談
話
室
・
会
議
室
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
只

見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
の
事
務
局
も
設
置
さ
れ
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
関
す

る
展
示
・
情
報
発
信
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

■
開
館
記
念
式
典

　
　
　
　
　
で
感
謝
状

■

　

11
月
２
日
、「
ふ
る
さ
と
館

田
子
倉
」の
開
館
を
記
念
し
た

式
典
が
行
わ
れ
、関
係
者
な
ど

約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
目
黒
町
長
は「
皆
川

弥
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
事
業

を
、広
く
次
世
代
へ
伝
え
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
し
、
た
ぐ
ら

会
総
代
の
山
岸
秀
弥
さ
ん
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、田
子
倉
集

落
関
連
資
料
を
町
へ
寄
贈
し

た
皆
川
竜
弥
さ
ん
へ
、感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲目黒町長（左）から感謝状を受けとる遺族
代表代理の鈴木稔さん（右）

至 魚沼市
国道252号

ふるさと館
田子倉

至 会津若松市

只見町役場 赤塚歯科医院

JR只見駅

メグロデンキ

旅館みな川 まほろば

三石屋

コスモ石油

はせべ商店
只見町商工会

富士園芸

至 南会津町

東邦銀行ヒラノヤ

国
道
２
８
９
号 地図


